


































































































































































































































    spinwavetheoryCHNHNHNK
     SJ(meV)hc(meV一入)2π魚(meV)2πα2π魚meV2πρs(meV)αずf
      La2CuO41/2～1308501290.011501406.5×10-4
      La2Niα128.73411520.00791291231.3×10-5
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 図2.(a)相関距離の逆数κと(b)静的構造因子S(0)の温度変化。
 図中の線はいくつかの理論的に予測による計算結果。
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 論文審査の結果の要旨
 中島健次提出の論文は二次元反強磁性を示す典型物質であるLa、NiO、を選び,そのスピン揺
 動を実験的に決めたものである。実験的に決められたマイクロスコピックなパラメーターを使っ
 て二次元量子ハイゼンベルグモデルから得られた理論的な有限温度の磁化率を中性子散乱による
 実験結果と比較した。
 中島健次は彼の所属する研究室が建設した中性子分光装置の建設に重要なスタッフとして加わ
 り,特に中性子分光装置の制御システムの構築を受持った。複雑な操作システムを短時間で完成
 させたのは中島健次の優れた論理性と根気の賜である。
 La、NlO、は超伝導銅酸化物の母体となったLa、CロO,(スピン値,1/2)の参照物質として早
 くから知られていて既に実験研究がなされていたが,過剰に入る酸素(すなわちLa2Nio、.δと表
 した時のδで与えられる)の影響が極めて大きいことを,この研究の課程で知ることとなった。
 中島健次等は過剰酸素の制御に成功した結果,化学量論的な安定相(δ=0)は極めてδの狭い
 領域にしか存在しないことを見い出し,過剰酸素の量を同定していない試料のデータには疑問が
 あることを明らかにした。特にこの論文の中心となるスピン揺動の研究は基底状態が正確に決め
 られた上でないと信頼性がないことは云う迄もなく,注意深い実験によって提出される中島健次
 のデータは永く後世に残るものと評価される。
 La、NiO、のネール点(328K)よりずっと低い温度でのスピン揺動は三次元長距離秩序状態で
 あっても,二次元面にのみ伝播するスピン波で取扱えることを示した。スピン波分散曲線を全ブ
 リュアン領域で決めることによって有限温度のスピン揺動に必要なパラメーターを求めることが
 出来た。これはしa,CuO、では未だなされていない重要な実験的事実である。見い出された極め
 て大きい異方性はその温度変化から結晶場効果による散乱とその比較を行った。特に磁化率を決
 める相関距離と構造因子の温度変化に対する量子を繰り込んだ計算値との直接比較から,理論に
 含まれる繰り込み群のスケール因子の意味づけを議論したが,このような定量的比較は今後のス
 ピン統計理論の発展をうながすと共に,中島健次の正確な実験値は後世に残るものに違いない。
 よって中島健次提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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